受講生レポート：デジタル放送について

デジタル化されることで

· 送ることのできる情報量が飛躍的に増える

· 乱れた信号を復元するということが可能に 

· データ放送に双方向性（電話回線による）を持たせることで、

· ショッピングや口座振込などが可能

· 視聴者が参加型番組も可能

→ 多チャンネル化、高画質化、機能化、高品質化

今まで：

一方的に放送されて見たい情報を、視聴者が放送に時間を合わせて見るというスタイル

デジタル放送：

見たい情報を視聴者の好きなときに見、参加できるようになる

· 地上波デジタル放送が開始されるが、視聴者側で受信機（または対応テレビ）を買わなければならず、予定よりもデジタルへの移行は遅れるだろう

· テレビはテレビ、好きなときに見るならインターネットでいいのでは？

· うまく移行できるのか興味がある。 

講師コメント：

· メディアによってコンテンツの内容が変わる

· 本来のデジタル化の利点をスポイルしている。

· デジタル化の利点

· 処理するデータの内容と、データを記録・伝送する手段の完全な独立

· インターネットの回線を利用してテレビ放送を受信する

· デジタルテレビ受像器を利用して Web page を見る、など

その意味で、最後の「使い分け」がメディアの性質によって行われているのか、機器の性質によって行われているのかが気になる。

この点について考えていくと、多くの人が持つデジタルテレビというもののとらえ方が、いかに表面的なものであるか、ということが分かるだろう。

受講生追加コメント：

「使い分け」が「メディアの性質によって行われている」のか「機器の性質によって行われている」のかを調べてみた。 

チューナとアンテナがBSデジタルと共用できる、「ep」のような蓄積型双方向メディアがある。 

ここで、「epサービス用インタ−ネット接続やリモコンで簡単に送受信が出来るメール機能もあります。」というのを紹介していたので、こういった使い分けはメディアが行っているようです。

また、ハードディスクが（受信機に）内蔵されているのでビデオのように録画することができる。 ハードディスク録画は賢いので、録画しながら再生することもできるんです。」とも書いてあったので、処理の独立もメディアの性質によるのだろう。 

デジタルテレビの説明も、いくつか見てみたが、あくまで、デジタル放送を見ることが出来るというだけで、「使い分け」は、機器の性能によるものではないとおもう。 

つまり、多チャンネル化、高画質化、機能化、高品質化に対応する環境を整えるための機器である。 

デジタルテレビの内容が充実、というような側面ではなく、従来的なテレビの視聴のような受身のものでなく、自分から見たいものを探すテレビへと変化していくのだろうと思う。

講師再コメント：

表面的でないデジタルテレビというイメージをもつ

· アンテナとデジタルデータ受信の一部は機器を共有できる＝同じ規格に異なるデータを載せている

· 電子メイルというネットワークサービスが、メディアを選ばず提供されていると考えるべき

· 再生と録画の処理の独立はまさに機器の能力。

それはともかく。

デジタルデータを送出局と受信機でフォーマット統一しさえすれば、どのような型式でも送れる。

· 解像度の異なる番組

· レイアウトの異なる番組
· コンピュータディスプレイのように複数ウィンドウで見るテレビ

送出時間と再生時間が異なる番組も可能

· 長時間かけて高画質の映像を得ても

· 短時間で低画質の映像を得て手元で早回し再生など

· デジタル処理可能になり、チャネルを連動させられるようになると、その組み合わせだってできる。

· たとえば早回しして得た内容を元に、自分が見たいシーンをやっているチャネルにジャンプする、とか。

多チャネル、それを人が選ぶ限りできることは大差ない。しかし機械が選ぶとなると？

· ニア・オンデマンド、とか。

· 撮影角度を変えて見る、とか。

全てを未来に託したとしても、せめてフォーマットは両端で自由にさせるべきだった。なのにアナログの時と同じように縦横比からデータ形式まで決めてしまった。失敗。

デジタルデータ交換と思ってみれば、

· インターネットに接続してテレビを見ても、

· 電波を拾ってテレビを見ても、

多チャンネルも、高画質も、アナログでも無理ではない。（電波では無理があるがケーブルなら可能）
デジタルでテレビというもの（映像伝達装置）を概念ごと再設計する、という態度が重要。

デジタル化というのはそういうことだ。

ただ多チャンネルになる、ということだけで

· 環境テレビ番組でも、背景でも

· 多チャンネルの例である有線放送では背景音放送などは昔からやっている

というようなことを考えるだけでは余りにもったいないじゃないか？

